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②

　　　　　　　　　　　　　　　市立亀尾小学校（平成
　　　　　　　　　　　　　　１２年１０月２５日・右
　　　　　　　　　　　　　　写真２枚）並びに、市立
　　　　　　　　　　　　　　亀尾中学校（同年１２月
　　　　　　　　　　　　　　１日・下写真３枚）の両
校それぞれにより、「高齢者や障害を持つ方々と接する
ことで、ノーマライゼーション意識の育成と実践する行
動力を養う。」をテーマに、交流会が開催されました。

　児童の皆さんは、晴天用と雨天用のゲームを用意して
いただくという万全の態勢で望んで下さいましたが、当
日はあいにくの雨で、屋内で「○×クイズ」と「ねずみ
のよめいり」という劇を見せていただきました。
　生徒の皆さんには、入所者の皆さんの居室を訪問して
いただき、肩たたきや趣味の話などで、大いに盛り上が
りました。又、生徒さん手作りの「カルタ大会」や、迫
力ある「よさこいソーラン」の踊りを、ご披露いただき
ました。
　普段、若い世代と接する機会の少ない入所者の方々も、
笑顔の絶えない一日となりました。

皆様、本当にありがとうございました。来年もお待ち致
しております。

生徒さんの
手作りカルタ

  初春のお慶びを謹んで申し上げます。
　旧年中は多くの皆様より賜りましたご厚誼によりまして、
函館共働宿泊所救護部も大禍なく、めでたく新世紀を迎える
ことができました。
　また、創刊一年目を迎えたばかりの本広報誌を通じ、新た
な家族交流が生れたなど、望外の喜びと感じております。
　本年も職員一同、社会より付託された福祉ニーズにお応え
出来るよう誠意努力して参る所存です。
　皆様におかれましては、今後とも当施設に対しまして、尚
一層のご理解を賜りますようお願い申し上げます。



引用文献　／平中忠信氏著　「函館における慈善事業の考察」　７８頁～８０頁引用

参考文献　／仲山與七氏著　「函館無料宿泊所報告」　大正５年刊行　

【市立函館図書館所蔵】
「函館無料宿泊所報告」／仲山與七著・大正５年刊行

歴史回廊

③

　明治４３年５月より大正５年２月までの函館無料宿泊所の事業実績は、大正５年刊行の「函館無
料宿泊所報告」の中で仲山與七氏は、詳細に述べている。
　社会福祉史研究家・平中忠信氏の著「函館における慈善事業」の中の「４・函館無料宿泊所」に
よると、「（前略）仲山が記述している｢設立趣旨｣の中から施設のその後の経過をたどってみよう。
　施設には救済を求める人が日に日に多くなり、施設の拡張するために明治４４年３月７日付北海
道指令第１７３９号を似て北海道長官より寄付募集の許可を得た。しかし、当時の函館は火災が多
く、道内は水害が多く、日本海等の漁業は不振となって経済的にもおちこんだ年であったので、仲
山は寄付募集の時期を見合せて延期した。
　仲山が考えたのは、当時本州の慈善施設が行っている巡回活動写真会を計画した。
活動写真機３千余円を私費で買い、本道各地を巡回して慈善活動写真会を開いて純利益を投じた。
（中略）内務省地方局の調査によると無料宿泊所の宿泊救護人員は明治４３年９月調べで、年間延
2,061人、同44年末調べで、年間延、2,665人、大正３年度から職業紹介事業も始めたが、その
実績６１人、年間救護人員延４,956人と大きく増加しているのは､大正２年からの冷害凶作等によ
る浮浪者等の急増によるものである。（後略）」と、記述されている。

　現在とは違い福祉制度が整備されてるとは言いがたい時代に、施設を運営する慈善事業家（篤志
家）の、まさに苦労が偲ばれるエピソードである。
　（次号へ続く）



１２月

９月

９月

８月　盆踊り大会

三施設合同大運動会

浅虫温泉の旅

クリスマス会

７月
Ｂ班旅行Ａ班旅行

１２月　もちつき大会

１０月　観楓会（大沼）

１０月　Ｃ班旅行
鹿部温泉と間欠泉の旅（写真上）

レク・ドライブ　函館山

函館山展望台より函館市街を望む

（写真右斜め３枚） （写真右）

１１月

会津若松と松島の旅

旅



⑥

　そして、時間は流れて、５日後の深夜。
早寝・早起きで知られているおばあちゃんは、妙な胸騒ぎを感じてフナがいる水槽に駆けつけた。
｢！！！｣
おばあちゃんは、目を疑った。
当夜当直の瀬川保導員が隠し持っていたカセット・コンロでフナをこんがりと焼き、今まさに食べよう
としているのではないか！
｢私の大事なフナちゃんに何するの！！　成敗してくれる」
（杖を振りかざしたおばあちゃんー！　気分は水戸黄門様、はたまた桃太郎侍といったところでしょう
かー！）
｢Ｋさん、許して～。　もうフナは食べません～。｣
｢フナちゃんの痛みを思い知れー！！｣
（振りかざす杖、逃げ回る瀬川保導員！）
｢こらぁ～、待てぇ～｣
｢あれ？Ｋさん、そんなに腕上がった？｣
｢あらっ、本当だ?！｣
必死になっていたおばあちゃんの五十肩は、気がつけば治っているではありませんか！
｢おやまぁ、あなたのお蔭で治ってしまったわ｣
　すっかり気を良くしたおばあちゃんは瀬川保導員の所業などすっかり忘れて、｢それじゃ、おやすみ｣
と、いつもの笑顔で戻って行った・・・。
　でも、瀬川保導員。もうフナを食べてはいけませんよ！！
おばあちゃんは大事なフナを守ろうと、いつも瞳を輝かせているのだから・・・。

　このお話は、９９％のフィクションと１％の真実で構成されております。
お取扱にはくれぐれもご注意を…！
「Ｋおばあちゃんの五十肩の症状が、少しでも軽くなれば…との願いを込
めて…。」

注

　函館共働宿泊所救護部の玄関を入ると、右前方には大きな水槽があ
り、数匹のフナが元気に泳ぎ回っている。
入所者の中で人気者のＫおばあちゃんは、｢フナちゃん、フナちゃん｣
と、杖をつきながら毎日かかさず様子を見るのが日課である。
　ある日、そのおばあちゃんが慌てた様子で寮母室にやって来た。
｢寮母さん、私のフナちゃんが・・いなくなちゃったよー｣
話を聞いてみると、フナが２匹いなくなったというのである。
｢Ｋさん、フナの数が多いから数え間違えたんじゃない？｣
おばあちゃんは、腑に落ちない様子で寮母室を後にした。
　そういえば、以前から（自称・飼育係の）瀬川保導員がフナを狙っ
ているという噂が…！
でも、まさかと、私たちは笑って話していたことを思い出した。

　保導員として、施設に勤務し早３年半になりました。
業務内容は、通院の付添い、入浴介助、行事・レク、
園芸クラブ、室内作業指導等を行っています。又、施
設及び、施設設備の維持管理にも携わっています。
　何分にも歴史のある施設故に、維持管理には気を使
う毎日です。
特にボイラーはデリケートで今夏には配管が破れ、床
下浸水にみまわれました。それからは、わずかな異音
にも耳を側立てています。
　今後は、携わる業務の質、内容を向上させるよう努
力して行きたいと思います。

（最近ではフナが慣れて、水槽の前に立つと寄って来
ます。当直時に水槽の水替えをしていますが、現在は
一匹だけなので、仲間を増やしてあげたいですね…。）
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Ｌ－１

Ｌ－２

Ｌ－３

　Ｌー２、Ｌ－３）

１、助 成 金 　　７００，０００円

平成１１年１２月１８日１、完了年月日

高圧受変電設備（写真上）

（写真右上より、電灯分電盤Ｌー１、

（写真下左、動力分電盤）

記

（写真下右、電灯分電盤内部） 平成１２年４月７日

５，３０２，５００円

記

３，９７０，０００円

１、総 事 業 費 １，４１７，５００円

　函館共働宿泊所救護部
　除雪機購入事業

除雪機　（写真左上より正面、背面、側面）

１、総 事 業 費

１、助 成 金

　高圧受変電設備及び
　電灯電力幹線設備改修
　電気設備工事

１、事 業 名

１、事 業 名

１、完了年月日

⑦

　財団法人中央競馬馬主社会福祉財団の
平成１１年度助成金の交付を受けて、下
記の事業を完了致しました。
　ここに事業完了のご報告を申し上げま
すと共に、財団法人中央競馬馬主社会福
祉財団を始め、ご協力を賜りました関係
各位に謹んで感謝の意を表します。

　函館市の平成１１年度社会福祉施設整
備費補助金の交付を受けて、下記の事業
を完了致しました。
　ここに事業完了のご報告を申し上げま
すと共に、函館市を始め、ご協力を賜り
ました関係各位に謹んで感謝の意を表し
ます。
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。



　　【撮影：年代和紀】

　　表　　　紙

北海道函館市東畑町１５８－２
電話０１３８－５８－４０４０

函館共働宿泊所救護部
発行責任者
越　前　典　洋

編　集
広報誌編集委員会
編集責任者

　　　　〒０４２－０９０３

内　村　康　彦

広報　函館発

共　働　通　信
第3号／平成13年1月1日

発　行

通信欄編集後記

⑧

　今回は、１０種類あるクラブの中から「踊り
クラブ」を、紹介致します。
　このクラブは、毎月第２・４金曜日、利用者
１０名・職員２名で活動しています。
　発表の場としては、所内行事等で踊りを披露
しています。 　　　　　　　　この写真は、

　　　　　　所内行事の１つ、
　昨年６月１日に行われた開所
記念祝賀会で披露された踊りの
１コマです。
　行事は、日頃の練習の成果を
見せる、絶好の機会となってお
ります。
　実は、この時、この華やかな
踊りを見ていた方々も、立ちあ
がって体でリズムを刻み、全身
で楽しんでいました。
このような折りには、よく体が
動くようで、健康作りにも役立
つようです。

※
広
報
誌
上
の
入
所
者
の
写
真
は
、

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
為
、

　
ご
本
人
の
了
解
の
も
と
に

　
掲
載
致
し
て
お
り
ま
す
。

「共働通信」も今回で第３号とな
りました。各コーナーの様式もほ
ぼ決まり、編集作業も軌道に乗っ
てまいりました。しかし、安定は
マンネリ化の始まりとなりますの
で、何時までも新鮮な気持ちで携
って行きたいと思います。なにせ
本誌の歴史はまだ始まったばかり。
２２世紀まで、後１００年も残っ
ているのですから…。
　さて、平成１３年度には、本誌
で培ったノウハウを活かし、ホー
ムページを開設致します。編集委
員一同張切っておりますので、今
後ともご支援の程、よろしくお願
い申し上げます。
　　　　　　　　　　（編集長）

＊
広
報
誌
「

共
働
通
信
」
第
三
号

へ
の
ご
意
見
、

ご
感
想
を
左
記
広

報
誌
編
集
委
員
会
ま
で
お
気
軽
に

お
寄
せ
下
さ
い
。

次
号
か
ら
の
参

考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

＊
次
号
第
四
号
は
七
月
一
日
発
行

予
定
で
す
。


